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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 7月 9日 (2007.7.9)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 次 に 、 音 声 対 話 制 御 装 置 １ ３ に つ い て 説 明 す る 。 図 ４ は 、 図 １ に 示 す 音 声 対 話 制 御
１ ３ の 詳 細 な 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 図 ４ に お い て 、 音 声 対 話 制 御 １ ３ は 、 音
声 対 話 装 置 １ １ と 、 １ 以 上 の 音 声 対 話 装 置 １ ２ と の 間 で 行 わ れ る 音 声 通 信 を 制 御 す る た め
に 、 送 受 信 部 １ ３ １ 、 メ ッ セ ー ジ 解 読 部 １ ３ ２ 、 属 性 情 報 記 憶 部 １ ３ ３ 、 優 先 度 設 定 部 １
３ ４ 、 対 話 制 御 部 １ ３ ５ 、 蓄 積 部 １ ３ ６ 及 び 中 央 制 御 部 １ ３ ７ を 備 え て い る 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ １ 】
　 ま た 、 最 初 に 選 ば れ た 着 信 側 ユ ー ザ と の 対 話 の 結 果 、 発 信 側 ユ ー ザ が 、 今 回 選 択 さ れ た
音 声 対 話 装 置 １ ２ （ １ ２ ａ ） の 設 置 場 所 に 行 く と 決 定 し た 場 合 、 発 信 側 ユ ー ザ の 用 件 は 終
了 し 、 さ ら な る 音 声 対 話 は 不 要 で あ る 。 こ の 場 合 、 音 声 対 話 装 置 １ １ は 、 図 示 は し て い な
い が 、 用 件 が 終 了 し た 旨 を 表 す 発 信 側 メ ッ セ ー ジ を 作 成 し 、 ネ ッ ト ワ ー ク １ ４ を 介 し て 、
音 声 対 話 制 御 装 置 １ ３ に こ れ を 送 信 す る 。 こ れ に 応 じ て 、 音 声 対 話 装 置 １ ３ は 、 音 声
対 話 装 置 １ １ 及 び １ ２ （ １ ２ ａ ） の コ ネ ク シ ョ ン を 切 断 し 、 さ ら に 、 例 え ば 音 声 対 話 装 置
１ １ か ら の 音 声 情 報 の よ う に 、 今 回 の 一 連 の 処 理 で 生 成 さ れ た 各 種 情 報 を 破 棄 す る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 上 記 の 発 信 側 メ ッ セ ー ジ に 応 答 し て 、 音 声 対 話 装 置 １ ３ に お い て 、 対 話 制 御 部 １ ３
５ は 、 音 声 対 話 装 置 １ １ 及 び １ ２ （ １ ２ ａ ） の 間 に 張 ら れ て い た コ ネ ク シ ョ ン を 切 断 す る
（ シ ー ケ ン ス Ｓ １ ９ ） 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
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【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 さ ら に 、 音 声 対 話 装 置 １ ３ は 、 コ ネ ク シ ョ ン を 確 立 す る 前 に 、 複 数 の 音 声 対 話 装 置
１ ２ か ら ラ ン ダ ム に 単 一 の も の を 選 択 し 、 今 回 選 択 し た 音 声 対 話 装 置 １ ２ と 、 音 声 対 話 装
置 １ １ と の コ ネ ク シ ョ ン を 確 立 し て も 構 わ な い 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ６ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 ま た 、 以 上 の 実 施 形 態 で は 、 音 声 対 話 装 置 １ １ か ら の 所 定 の 発 信 側 メ ッ セ ー ジ の 到 着 に
よ り 、 音 声 対 話 制 御 装 置 １ ３ は 、 コ ネ ク シ ョ ン を 切 断 し て い た 。 し か し 、 こ れ に 限 ら ず 、
音 声 対 話 装 置 １ ３ は 、 現 在 コ ネ ク シ ョ ン が 確 立 さ れ て い る 音 声 対 話 装 置 １ １ 及 び １ ２
の 間 で 所 定 時 間 の 無 音 状 態 を 検 出 す る と 、 そ の コ ネ ク シ ョ ン を 切 断 す る よ う に し て も 構 わ
な い 。
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